
平成２６年度　施策評価シート

作成日 平成 26 年 11 月 25 日
１ 施策の概要

施策名
（節の名称）

№
公共交通の充実9

吉川進

総合計画
体　系

まちづくりの目標【部】 自然と調和した快適なまちづくり

施策の分類【章】 総合的な交通体系の整備

部章節№ 第1部 第3章 第3節 評価担当部 総務部
関連部局 民生部

総合計画書掲載頁 68 頁 記載責任者

施策の目的
（基本方針）

　安心して便利に移動できる社会を実現するため、総合交通計画に基づき、公共交通の長期
的・総合的な交通施策を推進します。

２ 施策を取り巻く環境

施策の現状

　本町の公共交通の中心を担うバス路線の機能充実を図るため、バス事業者に対しバス路線の
維持確保や改善を要望するほか、町内循環バスを運行し、町民の交通利便性の向上に取り組ん
でいる。また、鉄道駅の誘致については、小田急多摩線の愛川・厚木方面への延伸促進を図る
ため、相模原市・厚木市・愛川町・清川村により行政レベルでの連絡会を組織し、調査研究及
び関係機関への要望活動を行っている。

法令・制度
の変更

　愛川町総合交通計画

施策の課題

　平成14年2月の道路運送法改正による乗合バスの規制緩和に伴い、不採算路線からの退出が
原則自由となっている。今後、新たに路線バスの減便・廃止対象が生じた場合には確保等の検
討が必要であるが、その対象にならないよう公共交通の利用促進が重要となっている。また、
小田急多摩線延伸の実現に向けての取組みは長期的になるため、鉄道駅までの交通アクセスを
向上させる短期的な取り組みが必要である。

３ 施策の成果指標 (基本方針を達成するため本施策に求められる成果を定量的に表記します。)

住民満足度

指標（単位）
総合計画
策定時

中間値
（26年度）

目標値
28年度 達成度

『公共交通の充実』について「満足」と
感じる住民の割合

21.7 ％ 22.0 ％ 37.0 ％ C

主　な
目標指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度 25年度

目標値
28年度 達成度

－

－

主　な
活動指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度

４ 施策の活動指標 (「3 施策の成果指標」の目的を達成するため本施策において町が行う活動内容等を定量的に表記します。)

－

目標値
28年度 達成度

小田急多摩線の延伸促進に関する連
絡会会議回数（回）

増 2 4 4 6 3 A

25年度

神奈川中央交通㈱への要望活動 増 1 1 1 1 1 A

－



№ 名称 № 名称

５ 総合計画の進捗状況調査に基づく基本施策の評価
基本施策

評価結果
基本施策

評価結果

2 新しい交通輸送体系の検討 B

1 バス路線の確保 A

B

総合評価結果に対する分析（施策全体について、進捗状況、有効性・効率性の観点を踏まえて分析してください。）

６ 総合評価

成果指標評価 C 活動指標評価 A 進捗状況調査結果

７ 今後の方向性

方向性 ■ 現状維持 □ 一部見直し

住民満足度調査において、「満足度」が微増となった要因としては、循環バスの再編、路線バ
スについてサイクル・アンド・バスライド駐輪場の整備が行われるなど利便性の向上が図られ
たものと考えるが、依然、目標値に達していない状況である。これは、町民の長年の強い願い
である鉄道の誘致についての取組みが長期的なものであり、短期間で成果を挙げることが難し
い施策であるものと考える。

総合評価

B 構成事務事業の見直しが必要な施策です。
（自動判定）

改善案
などの
内　容

・現在、町内循環バスの運行、三ケ木・半原間の路線バス運行に係る事業者への助成、高齢者
バス割引乗車券購入や高校生等への通学助成、さらにはバス停留所上屋設置事業の助成などを
実施しているが、引き続きバス利用者の利便性の向上や利用促進に努める。
・定時性、速達性を高めるためバス事業者をはじめ、関係機関や関係団体とも協議や連携を図
りながら、急行バス等の検討を進める。
・鉄道の延伸をはじめとする交通体系の整備は、短期的な成果につながる施策ではないため、
長期的視野に立ち、将来の世代のためにも粘り強く取り組んでいく必要がある。

８ 庁内行政評価委員会コメント ※主管部等では記入しないでください。

評価・
方向性

本施策については短期間で成果を挙げることが困難であり、満足度が低くとも継続的な取り組
みが必要な施策であることから、所管部の方向性のとおりとする

□ 大幅な見直し □ 新たな取組みや事業を追加 □ その他



９ 総合計画の進捗状況調査における取組の方向性の評価（事務事業の評価）

基本
施策№

取組の方向性 評価
年度

評価
結果№ 名称 主管課

1 (2) 町内循環バスの利便性向上 住民課 26年度 A

1 (1) バス路線の維持確保と利便性向上の要望
企画政策課

住民課
26年度 A

バス交通のニーズ把握と利便性向上 企画政策課 26年度 －

2 (1) 関係市町村との連携による小田急多摩線延伸の取組み 企画政策課 26年度 B

1 (4) 急行バスの調査・研究
住民課

企画政策課
26年度 A

1 (3)

2 (2) 新交通システムに関する調査・研究 企画政策課 26年度 －


